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）
四
代
目
澤
村
田
之
助
の
墓
に
つ
い
て
市
川
祥
子
四
代
目
澤
村
田
之
助
の
墓
に
つ
い
て
市
川
祥
子
は
じ
め
に
六
代
目
澤
村
田
之
助
『
澤
村
田
之
助
む
か
し
語
り
｜
回
想
の
昭
和
歌
舞
伎
｜
』
（
１
）
（
以
降
『
む
か
し
語
り
』
と
略
す
）
に
は
、
四
代
目
澤
村
田
之
助
の
墓
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
百
之
助
、
こ
の
名
前
は
四
代
目
田
之
助
の
幼
名
で
す
。
三
代
目
田
之
助
が
明
治
十
一
年
に
亡
く
な
り
、そ
の
三
年
後
に
三
代
目
の
兄
の
助
高
屋
高
助（
四
代
目
）
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
百
之
助
が
四
代
目
を
襲
名
し
ま
し
た
。
四
代
目
は
明
治
三
十
二
年
に
四
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
群
馬
県
新
田
郡
世
良
田
村
大
字
上
矢
島
の
常
蓮
寺
に
葬
ら
れ
た
の
を
、
歌
舞
伎
の
大
道
具
に
い
た
方
か
ら
、
田
之
助
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
と
言
わ
れ
、
旅
先
で
死
ん
だ
と
聞
い
て
は
い
る
け
れ
ど
お
墓
が
ど
こ
に
あ
る
か
知
ら
な
い
か
ら
、
巡
業
に
行
っ
た
時
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
頼
み
、
機
会
を
得
て
常
蓮
寺
に
あ
る
お
墓
へ
お
参
り
し
ま
し
た
。
こ
の
百
之
助
は
九
代
目
（
團
十
郎
）
さ
ん
の
大
歌
舞
伎
に
も
出
て
い
ま
す
。
常
蓮
寺
か
ら
分
骨
は
せ
ず
、
田
之
助
の
代
々
の
お
墓
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
『
む
か
し
語
り
』
は
、『
演
劇
界
』
に
連
載
さ
れ
た
六
代
目
か
ら
の
聞
き
書
き
を
整
理
し
て
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
で
は
氏
の
記
憶
の
み
に
留
め
ら
れ
た
事
柄
も
多
く
、
近
代
の
歌
舞
伎
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
度
こ
れ
に
よ
り
、四
代
目
の
墓
が
群
馬
県
内
に
あ
る
こ
と
を
知
り
調
査
を
試
み
た
。
一
四
代
目
澤
村
田
之
助
の
墓
は
境
町
上
矢
島
の
浄
蓮
寺
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
境
町
大
字
上
矢
島
四
五
五
）
の
墓
所
に
あ
る
。『
む
か
し
語
り
』
に
「
常
蓮
寺
」
と
あ
る
の
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
新
田
郡
世
良
田
村
大
字
上
矢
島
」
と
あ
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
現
在
の
境
町
の
地
域
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
そ
れ
ま
で
の
境
町
、
采
女
村
、
剛
志
村
、
島
村
が
合
併
し
佐
波
郡
境
町
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
後
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
伊
勢
崎
市
と
合
併
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
上
矢
島
は
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
佐
波
郡
境
町
に
編
入
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
隣
村
、
新
田
郡
世
良
田
せ
ら
だ
村
に
属
し
て
い
た
。
六
代
目
は
巡
業
時
に
墓
参
し
た
と
い
う
日
付
を
示
し
て
い
な
い
が
、「
新
田
郡
世
良
田
村
大
字
上
矢
島
」
が
記
憶
さ
れ
、
ま
た
訪
れ
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
と
推
測
で
き
る
。
境
町
は
、
朝
廷
の
使
節
が
京
都
か
ら
日
光
へ
通
う
た
め
に
整
備
さ
れ
た
例
幣
使
街
道
の
宿
場
で
あ
り
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
利
根
川
が
近
い
た
め
に
生
糸
、
絹
織
物
の
集
積
地
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
た
。
浄
蓮
寺
の
墓
に
つ
い
て
は
、
浄
蓮
寺
発
行
の
『「
浄
蓮
寺
」
史
話
』
に
（
２
）
以
下
の
紹
介
が
あ
る
。
○
三
代
目
沢
村
田
之
助
の
墓
明
治
二
、
三
十
年
代
に
な
る
と
、
旅
役
者
に
よ
る
芝
居
が
盛
ん
に
な
り
、
境
町
で
も
三
島
屋
興
行
社
に
よ
る
芝
居
の
興
行
が
た
び
た
び
行
わ
れ
た
。
上
矢
島
の
住
民
は
特
に
芝
居
が
好
き
で
、
現
在
で
も
そ
の
時
に
使
わ
れ
た
幕
が
1
残
っ
て
い
る
。
特
に
浄
蓮
寺
の
境
内
は
広
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
い
く
た
び
と
な
く
小
屋
が
建
て
ら
れ
、
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
地
元
に
も
勧
進
元
の
組
織
（
芝
居
な
ど
の
興
行
主
組
織
）
が
作
ら
れ
て
い
た
。
浄
蓮
寺
境
内
に
は
、
歌
舞
伎
役
者
の
三
代
目
沢
村
田
之
助
の
墓
が
あ
る
。
田
之
助
は
上
矢
島
に
招
か
れ
て
芝
居
を
行
っ
た
が
、
風
邪
が
も
と
で
病
気
に
な
り
、
浄
蓮
寺
の
隣
り
の
家
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
墓
石
に
は
明
治
三
十
二
年
四
月
四
日
、
行
年
四
二
歳
で
没
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
は
同
三
十
四
年
一
月
に
、
地
元
の
人
や
勧
進
元
歌
舞
伎
俳
優
興
行
社
ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
徳
蔵
寺
住
職
を
中
心
に
、
盛
大
な
供
養
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
時
々
俳
優
が
線
香
を
あ
げ
、
墓
参
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
田
之
助
は
当
地
へ
置
き
土
産
と
し
て
「
白
浪
五
人
男
」
の
芝
居
を
残
し
た
。
こ
の
芝
居
は
近
年
ま
で
、
上
矢
島
の
芝
居
愛
好
者
の
会
の
得
意
芸
に
な
っ
て
い
た
。
今
で
も
七
〇
歳
く
ら
い
の
人
ま
で
な
ら
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
か
つ
て
は
他
村
の
演
芸
会
な
ど
に
も
頼
ま
れ
て
上
演
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、『
境
町
の
文
化
財
ガ
イ
ド
』
に
（
３
）
は
以
下
の
紹
介
が
あ
る
。
澤
村
田
之
助
の
墓
標
／
上
矢
島
／
江
戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
地
方
の
歌
舞
伎
興
業ママ
は
活
況
が
あ
っ
た
。
境
町
で
も
専
門
の
役
者
を
招
く
「
買
い
芝
居
」
が
盛
ん
に
興
さ
れ
て
い
た
。
歌
舞
伎
役
者
４
代
目
澤
村
田
之
助
は
公
演
先
で
亡
く
な
り
、地
元
境
周
辺
の
勧
進
元
な
ど
が
浄
蓮
寺
に
供
養
し
た
。
墓
の
裏
面
に
は
「
明
治
三
十
二
年
四
月
四
日
死
行
年
四
十
二
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
没
し
た
三
代
目
で
は
な
く
、
四
代
目
の
も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
『「
浄
蓮
寺
」
史
話
』
が
「
三
代
目
」
と
す
る
の
は
、
現
在
、
正
面
上
部
の
釻
菊
の
紋
の
脇
に
「
三
代
目
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の
『「
浄
蓮
寺
」
史
話
』
よ
り
先
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
の
し
の
木
弘
明
『
境
風
土
記
』
に
（
４
）
は
「
○
浄
蓮
寺
（
上
矢
島
）﹇
略
﹈
墓
域
に
二
代
沢
村
田
之
助
の
墓
碑
が
あ
る
」
と
あ
る
。『
境
風
土
記
』
が
「
二
代
」
と
し
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
、
当
時
墓
に
は
何
代
目
か
を
明
示
す
る
も
の
が
彫
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
一
方
、
次
に
引
用
す
る
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
の
「
浄
蓮
寺
の
田
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」
に
は
「
三
代
目
と
し
て
あ
る
」
と
あ
る
の
で
、
両
者
の
間
に
こ
れ
が
彫
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
墓
の
存
在
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
進
一
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
に
（
５
）
調
査
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
は
齋
藤
が
あ
ら
た
め
て
記
し
た
「
歌
舞
伎
俳
優
四
世
沢
村
田
之
助
に
つ
い
て
」
に
（
６
）
引
用
さ
れ
て
お
り
、
資
料
と
し
て
は
後
者
が
新
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
用
い
て
以
下
に
示
す
。
境
町
上
矢
島
の
西
方
に
地
元
の
人
が
西
の
寺
と
よ
ん
で
い
る
真
義
真
（
７
）
言
宗
喜
離
久
山
浄
蓮
寺
が
あ
り
、
墓
域
に
歌
舞
伎
役
者
沢
村
田
之
助
の
墓
碑
が
立
っ
て
い
る
。
墓
の
正
面
に
定
紋
、
そ
の
隣
に
三
代
目
、
下
に
沢
村
田
之
助
之
墓
。
裏
面
に
明
治
三
十
二
年
四
月
四
日
死
、
行
年
四
十
二
、
同
三
十
四
年
一
月
建
立
。
そ
の
下
に
細
字
で
、東
京
新
富
町
北
原
ゆ
く
（
８
）
・
東
京
今
戸
沢
村
訥
升
（
９
）
、沢
村
訥
子
（
10
）
、
沢
村
源
之
助
・
沢
村
宗
十
郎
・
沢
村
由
蔵
・
沢
村
菊
次
等
の
紀
伊
国
屋
一
門
と
、
そ
の
他
の
歌
舞
伎
俳
優
の
名
前
が
刻
っ
て
あ
る
。
墓
に
は
三
代
目
と
し
て
あ
る
が
、
現
在
で
は
没
年
か
ら
紀
伊
国
屋
家
系
そ
の
他
に
よ
る
と
、
四
代
目
田
之
助
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
墓
【
図
１
】
の
詳
細
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
墓
石
は
高
さ
二
ⅿ
を
超
す
大
き
な
も
の
。
近
年
新
し
く
立
派
な
墓
が
増
え
て
き
た
浄
蓮
寺
の
墓
地
の
中
で
も
、
前
面
道
路
の
近
く
に
威
容
を
誇
っ
て
い
る
。
墓
の
正
面
に
は
、
中
央
に
澤
村
家
の
紋
、
釻
菊
を
い
た
だ
い
て
「
澤
村
田
之
助
之
墓
」、
紋
の
向
か
っ
て
右
側
に
そ
れ
よ
り
は
小
さ
な
文
字
で
「
三
代
目
」、
台
座
に
は
「
俳
優
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
墓
の
裏
面
に
は
、
上
部
に「
明
治
三
十
二
年
四
月
四
日
死
行
年
四
十
二
」「
明
治
三
十
四
年
一
月
建
之
」
と
並
び
、
下
部
に
歌
舞
伎
俳
優
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
部
分
は
石
の
風
化
に
よ
っ
て
読
み
取
り
に
く
い
状
態
に
あ
る
。
四
段
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
た
名
は
五
十
名
ほ
ど
。
一
段
目
に
は
「
東
京
京
橋
区
新
富
町
」
と
あ
っ
て
「
紀
ノ
清
北
原
ゆ
く
」、
続
い
て
「
東
京
今
戸
澤
村
訥
升
」「
澤
村
訥
子
」
「
澤
村
源
之
助
」「
澤
村
宇
十
郎
」「
澤
村
由
蔵
」「
澤
村
菊
次
」
と
並
ぶ
。「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
は
「
澤
村
宇
十
郎
」
を
「
澤
村
宗
十
郎
」
と
し
て
い
る
が
、
「
澤
村
宗
十
郎
」
の
名
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
五
代
目
宗
十
郎
が
長
十
郎
と
改
名
し
て
後
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
没
し
た
六
代
目
（＝
四
代
目
助
高
屋
高
助
、
実
際
に
は
名
乗
っ
て
い
な
い
）
を
経
て
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
裏
面
に
名
の
あ
る
訥
升
（
四
代
目
高
助
の
養
子
）
が
七
代
目
を
襲
名
す
る
ま
で
空
白
で
あ
り
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
時
点
で
は
該
当
者
が
な
い
。
当
時
訥
子
訥
升
の
近
く
で
活
躍
し
て
い
た
「
澤
村
宇
十
郎
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
台
座
に
は
「
當
時
勧
進
元
」
と
あ
っ
て
地
元
の
人
名
が
二
段
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。「
羽
鳥
岩
蔵
」「
羽
鳥
岩
吉
」「
高
室
義
信
」「
羽
鳥
近
三
」「
田
代
源
次
郎
」
「
藤
村
長
次
郎
」「
藤
村
陸
次
郎
」「
藤
村
焏
次
郎
」「
新
井
浦
次
郎
」「
新
井
多
之
助
」
等
の
名
が
あ
る
。
二
四
代
目
澤
村
田
之
助
の
墓
が
境
町
上
矢
島
に
あ
る
理
由
に
つ
い
て
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
は
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。
同
じ
く
「
歌
舞
伎
俳
優
四
世
沢
村
田
之
助
に
つ
い
て
」
を
用
い
て
示
す
。
な
ぜ
浄
蓮
寺
に
田
之
助
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
上
矢
島
の
人
々
の
人
情
話
が
の
こ
っ
て
い
る
。
以
下
は
地
元
の
羽
鳥
岩
蔵
さ
ん
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
二
年
四
月
三
日
の
春
祭
り
に
上
矢
島
有
志
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
興
行
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
日
か
ら
三
日
間
、
西
の
寺
浄
蓮
寺
境
内
に
於
い
て
の
紀
伊
国
屋
沢
村
田
之
助
一
座
に
よ
る
田
舎
興
行
で
、
興
行
元
は
境
萩
原
の
三
島
屋
で
あ
る
。
最
後
の
三
日
目
の
狂
言
の
切
り
は
、「
奥
州
安
達
原
」三
段
目
袖
萩
祭
文
の
場
で
、
田
之
助
は
袖
萩
役
を
演
じ
、
子
役
の
彦
ち
ゃ
ん
と
い
う
十
二
・
三
歳
位
の
子
供
と
共
演
し
た
。
全
興
行
も
無
事
終
え
た
田
之
助
は
、
そ
の
夜
宿
に
な
っ
て
い
た
羽
鳥
品
蔵
氏
市川：四代目澤村田之助の墓について3
宅
（
現
在
の
羽
鳥
岩
蔵
氏
宅
）
に
帰
り
、
そ
の
夜
は
何
の
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
休
ん
だ
。
翌
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
田
之
助
は
身
体
に
急
変
を
来
し
、
八
方
手
を
尽
く
し
た
が
つ
い
に
そ
の
甲
斐
も
な
く
羽
鳥
氏
の
離
れ
屋
十
畳
間
に
お
い
て
病
没
し
た
の
で
あ
っ
た
。
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
年
後
に
村
内
有
志
の
人
々
に
よ
っ
て
浄
財
が
募
ら
れ
、
村
民
の
同
情
に
よ
っ
て
明
治
三
十
四
年
一
月
、
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
、
今
日
に
至
る
も
な
お
お
盆
や
お
彼
岸
に
な
る
と
上
矢
島
の
人
々
の
墓
参
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
地
元
で
は
、
浄
蓮
寺
で
澤
村
田
之
助
一
座
の
興
行
が
あ
り
、
四
代
目
は
近
隣
の
民
家
を
宿
と
し
た
が
急
病
の
た
め
没
し
、
そ
れ
を
弔
う
た
め
二
年
後
に
墓
が
建
て
ら
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
上
矢
島
で
の
歌
舞
伎
の
興
行
に
つ
い
て
、『
境
町
史
第
２
巻
民
俗
編
』
に
（
11
）
は
「
上
矢
島
の
道
化
芝
居
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
上
矢
島
で
は
、
大
正
の
頃
に
、
同
好
者
が
演
芸
部
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
盛
ん
に
芝
居
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
。
道
化
芝
居
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
普
通
の
芝
居
も
演
じ
、「
白
浪
五
人
男
」
が
十
八
番
（
得
意
芸
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
多
く
は
秋
祭
り
の
頃
に
、
浄
蓮
寺
の
境
内
に
小
屋
掛
け
を
し
て
演
じ
た
。
長
さ
八
間
く
ら
い
の
幕
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
も
頼
ま
れ
て
上
演
し
た
。
木
札
を
腰
に
下
げ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
興
行
許
可
の
鑑
札
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
矢
島
の
者
は
小
屋
掛
け
が
う
ま
い
の
で
、
よ
く
他
村
か
ら
も
頼
ま
れ
た
と
い
う
。
群
馬
、
埼
玉
と
い
っ
た
北
関
東
の
こ
の
一
帯
は
、
素
人
に
よ
る
な
ら
い
芝
居
、
地
元
の
役
者
に
よ
る
地
芝
居
、
中
央
、
地
方
の
有
名
な
役
者
を
呼
ん
だ
買
い
芝
居
の
い
ず
れ
も
に
熱
心
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
浄
蓮
寺
の
境
内
で
は
歌
舞
伎
の
興
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
四
代
目
も
到
来
し
、
そ
の
折
に
土
地
の
素
人
芝
居
に
本
場
の
「
白
浪
五
人
男
」
が
伝
授
さ
れ
、
十
八
番
と
し
て
長
く
演
じ
ら
れ
続
け
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
容
易
い
。
さ
て
、「
歌
舞
伎
俳
優
四
世
沢
村
田
之
助
に
つ
い
て
」
は
、
か
つ
て
六
代
目
に
、
四
代
目
が
「
高
崎
の
在
で
死
ん
で
、
そ
こ
に
は
畳
一
敷
く
ら
い
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
巡
業
で
訪
ね
て
驚
き
ま
し
た
。
お
寺
で
は
な
く
、
周
り
が
田
圃
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
墓
石
が
建
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
（
12
）
の
発
言
が
あ
る
こ
と
を
受
け
て
、
墓
の
所
在
が
浄
蓮
寺
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
を
検
討
し
、「
明
治
三
二
年
四
月
四
日
上
州
谷
村
の
旅
舎
で
病
没
し
た
」（『
日
本
人
名
大
事
典
』）、「
三
二
年
上
州
国
谷
村
の
旅
宿
で
死
去
」（『
芸
能
人
物
事
典
』）、「
明
治
三
二
年
四
月
三
日
群
馬
県
谷
村
の
旅
宿
で
病
死
」（『
演
劇
百
科
大
事
典
』）、「
明
治
三
二
年
四
月
三
日
」「
上
州
国
谷
村
に
遠
逝
す
」（『
歌
舞
伎
年
代
記
』）
の
よ
う
に
、
没
し
た
場
所
が
境
町
と
は
さ
れ
ず
、
ま
た
「
谷
村
」「
国
谷
村
」
の
二
通
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
資
料
は
い
ず
れ
も
大
正
一
一
年（
一
九
二
二
）
発
行
の
田
村
成
義
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
乾
巻
』
に
（
13
）
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
の
記
事
「
四
月
三
日
沢
村
田
之
助
死
す
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
廿
五
歳
に
て
四
代
目
田
之
助
を
襲
名
し
市
村
座
に
於
い
て
立
お
山
と
ま
で
昇
進
せ
し
が
後
ち
病
身
と
な
り
て
都
下
の
劇
場
へ
は
出
勤
な
く
久
し
く
旅
廻
り
を
し
て
殆
ど
消
息
を
絶
ち
居
り
し
が
本
年
上
州
辺
を
巡
業
し
去
る
三
月
末
よ
り
病
勢
革
ま
り
薬
石
効
を
失
し
同
国
谷
村
の
旅
舎
に
在
て
遠
逝
し
た
り
こ
こ
に
あ
る
「
上
州
辺
」「
同
国
谷
村
」
に
依
っ
て
「
谷
村
」「
国
谷
村
」
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
期
の
群
馬
県
に
は
「
谷
村
」「
国
谷
村
」
と
も
存
在
し
な
い
。
没
し
た
場
所
に
つ
い
て
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
八
日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
（
14
）
は
以
下
の
記
事
が
あ
る
。
●
沢
村
田
之
助
死
す
同
優
ハ
先
年
よ
り
地
方
興
行
を
専
ぱ
ら
と
し
田
舎
俳
優
やくしや
の
上
置
と
な
り
て
興
行
し
廻
り
去
る
一
日
よ
り
ハ
埼
玉
県
児
玉
郡
丹
庄
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村
元
阿
保
村
の
劇
場
緑
座
に
於
て
同
地
の
俳
優
を
対
手
あ
い
て
と
し
「
染
分
手
綱
」
の
重
の
井
「
熊
谷
陣
屋
」
の
相
模
な
ど
を
勤
め
居
り
狂
言
ハ
一
日
代
り
に
て
夜
芝
居
な
れ
バ
去
る
三
日
ハ
寺
子
屋
を
出
さ
ん
と
し
午
前
九
時
よ
り
稽
古
に
着
手
せ
し
に
突
然
脳
卒
中
を
発
し
て
卒
倒
し
人
事
不
省
と
な
り
た
る
よ
り
座
員
関
係
者
の
驚
き
一
方
な
ら
ず
興
行
主
な
る
上
毛
境
矢
島
の
松
本
文
五
郎
ハ
田
之
助
の
宅
な
る
京
橋
区
新
富
町
六
丁
目
新
富
座
附
茶
屋
紀
の
清
へ
急
報
し
同
家
の
者
を
呼
迎
へ
息
あ
る
内
に
面
会
せ
し
め
ん
と
せ
し
に
間
に
合
は
ず
同
日
午
後
四
時
三
十
分
と
い
ふ
に
焉
と
し
て
死
亡
せ
り
今
田
之
助
の
略
歴
を
聞
く
に
同
人
は
浅
草
猿
若
町
三
丁
目
に
あ
り
し
守
田
座
附
茶
屋
紀
の
国
屋
事
梅
沢
清
吉
の
次
男
に
て
幼
名
を
百
之
助
と
い
ひ
故
人
訥
升
即
は
ち
助
高
屋
の
縁
類
な
る
を
以
て
其
門
に
入
り
沢
村
百
之
助
と
称
し
市
川
九
蔵
即
ち
今
の
団
蔵
が
夏
祭
を
勤
め
し
時
十
歳
に
て
子
役
と
な
り
初
舞
台
を
勤
め
後
師
の
訥
升
苅
萱
を
勤
め
し
時
石
童
丸
を
勤
め
て
好
評
あ
り
今
よ
り
十
八
年
前
故
人
田
之
助
の
養
子
と
な
り
て
其
名
を
襲
ぎ
し
に
性ママ
来
の
大
酒
ハ
終
に
其
身
を
虚
弱
な
ら
し
め
府
下
の
各
座
へ
出
勤
す
る
事
叶
は
ず
止
む
な
く
旅
興
行
を
専
ぱ
ら
と
せ
し
も
の
に
て
近
来
ハ
病
気
も
大
い
に
回
復
し
た
れ
バ
是
非
と
も
東
京
に
て
演
じ
度
し
と
い
ひ
居
り
し
に
厄
年
と
ハ
い
へ
四
十
二
歳
を
一
期
と
し
て
果
て
た
る
ハ
気
の
毒
な
り
遺
骸
ハ
一
昨
日
新
富
座
附
茶
屋
紀
の
清
へ
着
し
同
座
打
上
を
待
つ
て
浅
草
松
葉
町
誓
願
寺
へ
送
葬
す
と
い
ふ
こ
れ
に
よ
れ
ば
四
代
目
が
没
し
た
の
は「
埼
玉
県
児
玉
郡
丹
庄
村
元
阿
保
」、「
緑
座
」
で
の
興
行
中
で
あ
り
、
巡
業
の
興
行
主
は
「
上
毛
境
矢
島
の
松
本
文
五
郎
」
で
あ
っ
た
。「
丹
庄
」
は
一
般
に
丹
荘
と
表
記
さ
れ
る
。
明
治
期
の
元
阿
保
に
つ
い
て
、『
神
川
町
誌
』「
（
15
）
第
七
章
芸
能
、
神
事
第
二
節
演
芸
、
娯
楽
」「（
一
）
地
芝
居
に
つ
い
て
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
又
、
古
老
の
話
に
、
古
老
の
祖
父
達
が
若
い
頃
、
明
治
の
初
期
よ
り
な
ら
い
芝
居
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
風
土
の
中
で
、
素
質
も
あ
り
、
修
業
を
つ
み
、
遂
に
役
者
と
な
り
更
に
一
座
を
つ
く
り
座
長
と
な
っ
た
人
に
松
本
伊
三
郎
が
い
る
。
伊
三
郎
は
芸
名
を
扇
雀
と
称
し
、
父
は
松
本
文
五
郎
（
天
保
一
一
年
九
月
一
五
日
生
）、
母
は
松
本
ア
サ
（
弘
化
三
年
三
月
四
日
生
）
と
い
い
、
こ
の
長
男
と
し
て
慶
応
元
年
九
月
一
七
日
に
本
町
元
阿
保
二
〇
番
地
に
生
れ
た
。
明
治
初
期
の
文
明
開
化
、
四
民
平
等
、
文
化
と
庶
民
解
放
の
風
潮
の
中
、
地
元
の
盛
ん
な
芝
居
熱
に
の
り
、
遂
に
役
者
と
し
て
身
を
た
て
一
家
を
き
ず
い
た
の
で
あ
る
。伊
三
郎
は
座
長
と
し
て
一
座
を
組
織
し
、
地
元
周
辺
を
は
じ
め
関
東
一
円
は
勿
論
、
遠
く
長
野
県
ま
で
巡
業
し
名
声
を
博
し
、
本
町
に
も
時
々
帰
っ
て
興
業ママ
し
た
。
一
座
の
規
模
は
二
〇
余
名
、
出
し
物
は
客
の
好
み
に
合
わ
せ
て
色
々
し
た
が
、
特
に
千
代
萩
、
大
功
記
等
よ
り
上
演
し
た
。
し
か
し
惜
し
く
も
病
を
得
、
療
養
の
甲
斐
な
く
大
正
四
年
一
月
一
三
日
、
五
二
才
の
若
さ
で
生
地
で
死
亡
し
た
。
伊
三
郎
に
は
実
子
が
無
く
、
後
継
者
も
無
か
っ
た
の
で
一
座
も
解
散
し
、
生
家
も
昭
和
初
期
ま
で
あ
っ
た
が
、
家
も
屋
敷
も
人
手
に
渡
り
、
関
係
者
の
消
息
は
詳
で
な
い
。
曽
て
川
西
に
太
夫
も
と
（
た
い
ふ
も
と
）と
言
っ
て
大
き
な
家
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
伊
三
郎
の
生
家
で
あ
っ
た
。
元
阿
保
は
伊
三
郎
を
生
ん
だ
土
地
柄
で
、
地
芝
居
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
わ
り
舞
台
の
あ
る
、
間
口
一
二
間
（
約
二
二
メ
ー
ト
ル
）
の
大
き
な
地
区
共
有
の
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
五
年
一
月
七
日
の
大
火
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
衣
裳
、
大
道
具
、
台
本
、
諸
記
録
簿
等
、
何
も
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
芝
居
小
屋
の
あ
っ
た
場
所
は
旧
二
五
四
号
道
路
側
の
梨
出
荷
所
の
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
買
い
芝
居
の
盛
ん
ぶ
り
を
示
す
部
分
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
買
芝
居
は
各
地
で
催
さ
れ
た
も
の
で
、
渡
瀬
で
は
、
東
京
か
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役
者
で
あ
る
守
田
勘
弥
一
座
を
招
き
、
数
日
に
亘
り
興
行
し
た
と
か
、
植
竹
で
は
大
正
八
年
頃
、
こ
の
周
辺
で
は
有
名
な
越
後
千
両
と
い
う
一
座
を
招
き
、
群
馬
の
神
田
よ
り
大
き
な
掛
舞
台
を
借
り
、
役
者
は
民
家
に
分
宿
し
て
、
親
類
縁
者
が
泊
り
込
み
で
見
に
き
て
盛
会
な
芝
居
が
あ
っ
た
こ
と
等
、
こ
れ
等
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
丹
荘
村
元
阿
保
は
旧
国
道
二
五
四
号
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
街
道
沿
い
の
大
き
な
集
落
で
あ
る
。
明
治
期
、
そ
の
中
心
地
に
は
立
派
な
常
設
の
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
地
芝
居
の
松
本
伊
三
郎
（
扇
雀
）
の
一
座
が
興
行
を
し
買
い
芝
居
も
頻
繁
で
あ
っ
た
。
名
の
挙
が
る
守
田
勘
弥
も
、
一
座
が
し
ば
し
ば
旅
ま
わ
り
に
出
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
近
く
で
実
際
に
興
行
を
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
梨
出
荷
所
は
元
阿
保
交
叉
点
か
ら
北
に
八
〇
ⅿ
ほ
ど
に
あ
り
、
現
在
で
は
広
い
平
ら
な
土
地
に
丹
荘
梨
果
出
荷
組
合
の
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
が
建
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
神
川
町
誌
』
に
あ
る
伊
三
郎
の
父
「
松
本
文
五
郎
」
の
名
は
、「
朝
日
新
聞
」
記
事
に
あ
る
興
行
主
「
松
本
文
五
郎
」
と
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
人
物
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
元
阿
保
交
叉
点
西
南
角
に
は
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
一
一
月
建
立
、
海
軍
中
将
安
保
清
康
撰
・
篆
に
よ
る
「
征
清
凱
旋
之
碑
」
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
寄
進
者
の
中
に
松
本
文
五
郎
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
朝
日
新
聞
」
記
事
に
あ
る
、
四
代
目
と
共
演
し
た
「
同
地
の
俳
優
」
に
松
本
伊
三
郎
一
座
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
記
事
が
信
頼
に
足
る
の
な
ら
ば
、
四
代
目
は
興
行
中
に
こ
の
地
で
没
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
松
本
文
五
郎
が
こ
の
人
物
だ
と
す
れ
ば
、
記
事
に
「
上
毛
境
矢
島
の
」
と
あ
る
こ
と
と
齟
齬
を
来
す
。「
境
矢
島
」は
浄
蓮
寺
の
所
在
地
で
あ
る
。
丹
荘
は
武
州
・
埼
玉
県
、
境
町
は
上
州
・
群
馬
県
で
あ
る
が
、
利
根
川
を
は
さ
ん
で
そ
の
間
は
約
十
二
㎞
。
中
山
道
の
宿
場
町
本
庄
を
通
っ
て
両
者
を
つ
な
ぐ
道
も
あ
り
、
興
行
を
同
じ
者
が
取
り
仕
切
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。
例
え
ば
、
四
代
目
の
一
座
は
上
矢
島
か
ら
元
阿
保
へ
と
巡
業
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
記
事
は
そ
れ
を
混
同
し
て
松
本
文
五
郎
を
「
上
毛
境
矢
島
の
」
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
埋
葬
に
つ
い
て
「
朝
日
新
聞
」
記
事
は
「
遺
骸
ハ
一
昨
日
新
富
座
附
茶
屋
紀
の
清
へ
着
し
」「
浅
草
松
葉
町
誓
願
寺
へ
送
葬
」の
予
定
と
し
て
い
る
。
一
方
『
む
か
し
語
り
』に
は
、「
田
之
助
の
代
々
の
お
墓
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
」と
あ
っ
た
。三
代
目
の
墓
は
練
馬
の
田
島
山
十
一
ヶ
寺
の
一
つ
受
用
院
に
あ
る
。
田
島
山
十
一
ヶ
寺
は
、
浅
草
田
島
町
に
あ
っ
て
信
仰
を
集
め
た
誓
願
寺
の
十
一
の
塔
頭
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
焼
失
の
後
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
澤
村
宗
十
郎
の
墓
が
そ
の
墓
所
に
あ
り
、
下
方
に
は
黒
く
煤
の
跡
が
あ
っ
て
震
災
の
折
に
火
を
か
ぶ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。『
む
か
し
語
り
』
に
「
田
之
助
の
代
々
の
お
墓
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
。
墓
の
正
面
に
は
、
三
代
目
の
戒
名「
深
広
院
照
誉
盛
務
居
士
」、
二
人
お
い
て
そ
の
横
に
は
兄
・
四
代
目
助
高
屋
高
助
の
「
高
徳
院
賀
光
仙
寿
居
士
」、
三
代
目
の
下
に
は
実
子
・
二
代
目
澤
村
由
次
郎
の
「
孝
順
院
澤
誉
縁
由
居
士
」
が
、
ま
た
、
墓
の
側
面
に
は
「
深
明
治
十
一
年
七
月
七
日
」「
高
明
治
十
九
年
二
月
二
日
」「
孝
明
治
廿
三
年
二
月
十
九
日
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
戒
名
の
最
初
の
一
文
字
と
命
日
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
正
面
の
三
代
目
の
下
段
に
は
四
代
目
の
戒
名
「
慈
田
院
沢
盛
枝
芸
居
士
」、
側
面
に
は
命
日
「
慈
明
治
三
十
二
年
四
月
三
日
」
が
あ
る
。
命
日
は
浄
蓮
寺
の
墓
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
他
に
埋
葬
さ
れ
た
後
四
代
目
の
名
が
刻
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
記
事
の
通
り
四
代
目
は
誓
願
寺
受
用
院
に
葬
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
四
代
目
の
後
に
は
一
人
が
あ
る
の
み
。
し
ば
ら
く
途
絶
え
た
田
之
助
の
名
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
五
代
目
（
七
代
目
澤
村
宗
十
郎
の
次
男
）
が
襲
名
し
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
六
代
目
に
譲
ら
れ
る
が
、
五
代
目
は
受
用
院
に
別
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
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三
四
代
目
澤
村
田
之
助
は
守
田
座
付
の
芝
居
茶
屋
紀
ノ
清
の
子
、前
名
は
百
之
助
。
三
代
目
に
入
門
し
後
に
養
子
と
な
っ
た
。
芸
は
も
ち
ろ
ん
、
美
貌
と
色
気
で
熱
狂
的
な
信
者
を
集
め
、
手
足
を
失
っ
て
も
執
念
で
舞
台
に
立
ち
続
け
た
三
代
目
は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
に
亡
く
な
る
。
岡
本
起
泉
『
澤
村
田
之
助
曙
草
子
』
の
刊
行
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）。
没
後
三
年
を
経
た
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）一
月
、
四
代
目
は
田
之
助
を
襲
名
す
る
。
市
村
座
に
お
い
て「
明あけ
烏
廓
初
雪
がらすさとのはつゆき」
で
三
代
目
の
当
た
り
役
浦
里
を
勤
め
、
助
高
屋
高
助
の
立
女
形
に
据
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
月
に
は
同
座
で
襲
名
の
披
露
と
し
て
「
弓
張
月
源
家
鏑
箭
ゆみはりづきげんけのかぶらや
」【
図
２
】
の
白
縫
姫
、
寧
王
女
を
勤
め
る
。
五
月
に
は
同
座
で
「
盛
紫
好
比
翼
新
形
せいしごのみひよくのしんがた
」【
図
３
】
の
二
代
目
盛
紫
を
勤
め
る
。
こ
れ
は
前
年
吉
原
品
川
楼
で
起
こ
っ
た
娼
妓
盛
紫
の
心
中
と
、
名
を
継
い
だ
二
代
目
盛
紫
が
先
代
追
善
の
た
め
に
阿
弥
陀
の
襠
うちかけ
で
売
り
出
し
た
と
い
う
新
聞
ダ
ネ
を
芝
居
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
四
代
目
の
襲
名
に
ち
な
ん
だ
演
目
で
あ
っ
た
ろ
う
。
六
月
は
本
所
相
生
町
に
新
築
な
っ
た
寿
座
に
助
高
屋
一
門
と
し
て
出
勤
。
こ
の
よ
う
に
、
入
り
不
入
り
は
と
も
か
く
、
四
代
目
の
出
発
は
一
門
が
盛
り
立
て
る
華
や
か
な
も
の
で
あ
り
、『
む
か
し
語
り
』
に
「
三
代
目
の
兄
の
助
高
屋
高
助
（
四
代
目
）
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
」
と
あ
る
の
は
こ
う
し
た
事
情
を
指
し
て
い
よ
う
。
こ
の
後
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
か
ら
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
高
助
と
と
も
に
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
一
座
に
加
わ
り
市
村
座
、
猿
若
座
、
新
富
座
に
、
ま
た
、
市
川
右
団
次
、
市
川
権
十
郎
の
一
座
に
加
わ
り
春
木
座
に
出
勤
。
そ
の
間
に
は
上
州
へ
の
巡
業
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
高
助
が
団
十
郎
の
相
手
役
を
勤
め
る
中
、
田
之
助
も
そ
の
脇
で
舞
台
に
立
っ
て
い
る【
図
４
】。
ま
た
、
明
治
一
八
年（
一
八
八
五
）
に
は
団
十
郎
の
一
座
で
千
歳
座
の
初
興
行
に
出
勤
。『
む
か
し
語
り
』
に
「
こ
の
百
之
助
は
九
代
目
（
團
十
郎
）
さ
ん
の
大
歌
舞
伎
に
も
出
て
い
ま
す
」
と
あ
る
の
は
こ
の
頃
を
指
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
寿
座
桐
座
に
も
出
勤
し
て
い
る
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
高
助
が
没
し
、
一
門
は
高
助
の
娘
（
養
女
）
婿
で
【図２】 明治14年３月 市村座 ?弓張月源家鏑箭」 阿曽忠国 片岡我童、八郎為朝 助高屋高助、白縫姫 沢村
田之助、八丁礫喜平治 中村時蔵
7 市川：四代目澤村田之助の墓について
あ
る
七
代
目
澤
村
訥
子
、
高
助
の
養
子
で
あ
る
四
代
目
澤
村
源
平
（
二
六
年
に
訥
升
襲
名
）
を
中
心
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
一
一
月
に
は
浅
草
公
園
に
吾
妻
座
が
開
場
。
花
道
の
な
い
緞
帳
芝
居
の
小
屋
な
が
ら
一
門
は
こ
こ
を
本
拠
地
と
し
て
盛
況
を
得
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
高
助
、
三
代
目
の
追
善
興
行
も
行
っ
て
い
る
。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
一
門
が
千
歳
座
へ
。
こ
こ
で
も
四
代
目
の
美
し
さ
は
評
判
と
な
る
が
、
小
屋
は
五
月
に
焼
失
。
訥
子
、
源
平
は
大
阪
朝
日
座
へ
下
り
、
翌
年
ま
で
大
阪
を
中
心
に
活
動
す
る
。
四
代
目
は
翌
年
六
月
の
三
崎
座
開
場
に
出
勤
し
て
い
る
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
四
月
、
訥
子
は
浅
草
に
澤
村
座
を
開
く
。
か
つ
て
、
明
治
六
年（
一
八
七
三
）、
三
代
目
は
京
橋
南
鞘
町
に
澤
村
座
を
開
い
た
が
一
年
足
ら
ず
で
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
小
屋
を
持
つ
こ
と
は
一
門
の
悲
願
で
あ
っ
た
ろ
う
。
開
場
は
「
好
訥
子
評
判
長
町
すいたどしうはさのながまち
」
と
訥
子
の
名
を
織
り
込
ん
だ
演
目
で
四
代
目
も
出
勤
。
五
月
に
は
「
籠
釣
瓶
花
街
酔
醒
かごつるべさとのよひざめ
」
の
八
ッ
橋
な
ど
を
勤
め
る
が
、
九
月
の
上
演
に
は
出
勤
し
て
お
ら
ず
、
小
屋
も
座
主
と
揉
め
て
一
門
の
手
か
ら
離
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
代
目
の
名
は
東
京
の
上
演
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
乾
巻
』
に
「
都
下
の
劇
場
へ
は
出
勤
な
く
久
し
く
旅
廻
り
を
し
て
殆
ど
消
息
を
絶
ち
居
り
し
」、「
朝
日
新
聞
」
記
事
に
「
地
方
興
行
を
専
ぱ
ら
と
し
田
舎
俳
優
やくしや
の
上
置
と
な
り
て
興
行
し
廻
り
」
と
あ
る
の
は
こ
の
頃
を
指
し
て
い
よ
う
。
さ
て
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
、
明
治
座
で
は
市
川
左
団
次
が
一
座
に
訥
子
を
加
え
、
高
助
十
三
回
忌
追
善
と
し
て
「
碁
太
平
記
白
石
噺
ごたいへいきしろいしばなし
」
を
掛
け
る
が
、
む
ろ
ん
そ
こ
に
四
代
目
の
名
は
な
い
。
こ
の
年
一
門
は
宮
戸
座
に
出
勤
。
小
芝
居
な
が
ら
訥
子
、
訥
升
に
市
村
家
橘
（
三
六
年
に
羽
左
衛
門
襲
名
）
を
加
え
て
人
気
を
集
め
る
。
こ
こ
で
立
女
形
に
据
わ
っ
た
の
は
、
三
代
目
の
田
之
太
夫
に
対
し
田
甫
太
夫
と
呼
ば
れ
る
四
代
目
澤
村
源
之
助
で
あ
っ
た
。
源
之
助
は
出
発
期
か
ら
三
代
目
に
憧
れ
、
教
え
を
受
け
て
芸
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
自
負
す
る
、
（
16
）
自
他
共
に
認
め
る
後
継
者
で
あ
る
。
（
17
）
数
年
の
大
阪
暮
ら
し
か
ら
戻
っ
た
こ
の
時
期
に
は
、
三
代
目
の
後
継
の
意
識
が
強
く
現
れ
て
い
る
。
四
月
に
は
三
代
目
に
教
わ
っ
た
通
り
に
と
い
う
浦
里
を
、
七
月
に
は
東
京
座「
百
物
語
沢
辺
蛍
火
ひやくものがたりさわべのほたるび
」で
芸
者
小
さ
ん
【図３】 明治14年５月 市村座 ?盛紫好比翼新形」 二代目盛紫 沢村田之助、品川楼盛紫 助高屋高助、八木豊
永 片岡我童、栃木荘吉 助高屋高助
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実
は
妃
の
お
百
、
踊
り
の
師
匠
沢
村
田
の
字
を
勤
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
に
四
代
目
は
没
し
た
。
田
之
助
の
名
が
四
代
目
か
ら
離
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
月
に
は
宮
戸
座
で
、
か
つ
て
三
代
目
の
た
め
に
書
か
れ
た
「
妃
の
お
百
」
を
源
之
助
が
演
じ
、
翌
月
に
は
「
侠
客
相
模
屋
政
五
郎
」
が
掛
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
月
末
の「
朝
日
新
聞
」「
楽
屋
す
ゞ
め
」
に
（
18
）
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
宮
戸
座
二
月
狂
言
ハ
一
番
目
新
作
「
穴
守
神
社
の
由
来
」
六
幕
二
番
目
新
作
「
侠
客
相
模
屋
政
五
郎
」
六
幕
に
て
此
二
番
目
た
る
相
政
の
娘
ハ
亡
沢
村
田
之
助
の
未
亡
人
に
て
目
下
浅
草
橋
場
町
に
住
し
居
る
よ
り
沢
村
家
一
門
の
者
が
此
座
に
集
ま
り
て
演
ず
る
事
に
な
り
し
な
り
と
三
代
目
の
夫
人
は
侠
客
と
し
て
鳴
ら
し
た
相
模
屋
政
五
郎
の
娘
。
三
代
目
と
関
係
の
深
い
相
政
を
扱
い
、
劇
中
劇
を
挟
み
込
め
ば
そ
の
姿
を
舞
台
に
載
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
か
つ
て
の
圧
倒
的
な
人
気
に
あ
や
か
っ
て
田
之
助
と
い
う
名
の
権
威
を
取
り
戻
し
、
紀
伊
國
屋
一
門
の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
の
意
図
が
窺
え
る
。
七
月
の
宮
戸
座
は「
芳
原
心
中
新
比
翼
塚
よしはらしんちうしんひよくづか
」。
四
代
目
襲
名
時
の「
盛
紫
好
比
翼
新
形
せいしごのみひよくのしんがた
」
と
同
じ
心
中
を
扱
い
、
伊
原
青
々
園
が
新
た
に
書
き
お
ろ
し
た
も
の
。
こ
こ
で
盛
紫
を
演
じ
た
の
は
源
之
助
で
あ
る
。
四
刊
行
間
も
な
い
『
む
か
し
語
り
』
を
読
み
、
世
良
田
の
町
内
を
探
し
な
ど
し
な
が
ら
、
境
町
上
矢
島
浄
蓮
寺
の
澤
村
田
之
助
の
墓
に
た
ど
り
着
い
た
時
、
驚
い
た
の
は
そ
の
立
派
さ
で
あ
っ
た
。
四
代
目
の
晩
年
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
想
像
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
幾
人
も
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
一
座
と
共
に
北
関
東
を
巡
業
中
、
境
町
上
矢
島
で
興
行
を
し
、
民
家
に
泊
ま
り
歓
待
さ
れ
つ
つ
、
地
元
の
素
人
役
者
連
に
も
芝
居
の
【図４】 明治17年２月 新富座 ?後風土記劇本読」 しがらみ 助高屋高助、小宮山又七郎 尾上菊五郎、小宮山
内膳 市川団十郎、さざなみ 沢村田之助、秋山民部 助高屋高助
9 市川：四代目澤村田之助の墓について
手
ほ
ど
き
を
し
た
。
続
い
て
丹
荘
村
元
阿
保
に
移
り
松
本
伊
三
郎
一
座
と
興
行
を
行
う
内
、
病
の
た
め
そ
の
地
で
没
し
た
。
遺
骸
は
東
京
に
戻
さ
れ
た
の
か
、
元
阿
保
や
浄
蓮
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
の
か
。
東
京
で
は
葬
儀
が
行
わ
れ
そ
の
名
は
浅
草
誓
願
寺
受
用
院
の
代
々
の
澤
村
宗
十
郎
の
墓
に
刻
ま
れ
た
。
一
方
、
四
代
目
と
と
も
に
舞
台
に
立
っ
た
上
矢
島
の
人
々
は
故
人
を
偲
び
、
折
か
ら
そ
の
死
を
受
け
て
三
代
目
を
担
ぎ
出
し
、
一
門
の
隆
盛
を
計
っ
て
い
た
縁
の
俳
優
に
も
働
き
か
け
て
、
二
年
後
に
浄
蓮
寺
に
も
墓
を
建
て
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
度
は
東
京
の
大
芝
居
で
喝
采
を
浴
び
た
歌
舞
伎
俳
優
が
、
そ
こ
に
戻
る
こ
と
を
切
望
し
つ
つ
旅
ま
わ
り
の
内
に
没
し
た
、
ま
し
て
、
三
代
目
と
い
う
大
俳
優
の
、
跡
を
継
い
だ
自
分
が
居
て
然
る
べ
き
位
置
に
他
の
役
者
が
立
ち
好
評
を
博
し
て
い
る
の
を
伝
え
聞
き
つ
つ
、
と
い
う
の
は
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
。
し
か
し
、
傷
心
の
旅
ま
わ
り
に
あ
っ
て
も
、
四
代
目
を
師
と
慕
う
素
人
役
者
と
の
交
流
が
あ
り
、
彼
ら
が
そ
の
無
念
を
思
い
、
恩
に
報
い
出
会
い
を
後
世
に
残
そ
う
と
堂
々
た
る
墓
を
建
て
た
こ
と
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
慰
め
ら
れ
る
。
浄
蓮
寺
の
墓
は
、
四
代
目
澤
村
田
之
助
の
生
涯
の
標
と
し
て
、
ま
た
、
歌
舞
伎
俳
優
と
当
時
大
変
な
芝
居
熱
を
誇
っ
て
い
た
地
元
の
人
々
と
の
交
流
の
標
と
し
て
、
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
注?１
）
澤
村
田
之
助『
澤
村
田
之
助
む
か
し
語
り
｜
回
想
の
昭
和
歌
舞
伎
｜
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
一
・
一
二
・
二
〇
）
?２
）
『「
浄
蓮
寺
」
史
話
』?
改
定
版
?（
浄
蓮
寺
、
浄
蓮
寺
檀
徒
総
代
一
同
編
纂
、
一
九
九
六
・
一
〇
・
二
二
）
?３
）
『
境
町
の
文
化
財
ガ
イ
ド
』（
境
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九
・
三
・
二
五
）
?４
）
し
の
木
弘
明
『
境
風
土
記
』（
境
町
地
方
史
研
究
会
、
一
九
六
九
・
八
・
三
〇
）
?５
）
齋
藤
進
一
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」（「
群
馬
歴
史
散
歩
」
第
九
号
、
群
馬
歴
史
散
歩
の
会
、
一
九
七
五
・
三
・
一
五
）
?６
）
齋
藤
進
一
「
歌
舞
伎
俳
優
四
世
沢
村
田
之
助
に
つ
い
て
」（「
伊
勢
崎
市
境
歴
史
資
料
」
第
二
三
四
号
、
伊
勢
崎
市
境
史
談
会
、
二
〇
〇
七
・
一
二
・
一
）
?７
）
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
に
よ
っ
て
〔
真
義
〕
を
補
っ
た
。
?８
）
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
と
現
在
読
み
得
る
範
囲
を
考
慮
し
て
〔
い
〕
を
〔
ゆ
〕
に
改
め
た
。
?９
）
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
に
よ
っ
て
〔
納
〕
を
〔
訥
〕
に
改
め
た
。
?10
）
「
浄
蓮
寺
の
田
之
助
墓
碑
」
に
よ
っ
て
〔
納
〕
を
〔
訥
〕
に
改
め
た
。
?11
）
『
境
町
史
第
２
巻
民
俗
編
』（
境
町
、
一
九
九
五
・
一
〇
・
四
）
?12
）
『
歌
舞
伎
は
と
も
だ
ち
３
三
代
目
澤
村
田
之
助
』（
ペ
ヨ
ト
ル
工
房
、
一
九
九
九
六
・
三
・
一
五
）
?13
）
田
村
成
義
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
乾
巻
』（
市
村
座
、
一
九
二
二
・
一
一
・
八
）
?14
）
「
沢
村
田
之
助
死
す
」（「
朝
日
新
聞
」（
東
京
）、
朝
刊
第
五
面
、
一
八
九
九
・
四
・
八
）
?15
）
『
神
川
町
誌
』（
神
川
町
・
神
川
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
・
三
・
二
〇
）
?16
）
澤
村
源
之
助
「
青
岳
夜
話
」
に
は
、
三
代
目
田
之
助
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
私
が
始
め
て
田
之
太
夫
に
教
は
つ
た
の
は
明
治
六
年
十
月
の
澤
村
座
で
す
。
此
の
座
は
中
橋
の
鞘
町
に
あ
つ
て
、
田
之
太
夫
の
養
子
澤
村
百
之
助
が
座
主
と
成
つ
て
、
澤
村
家
全
体
の
興
行
を
し
て
ゐ
ま
し
た
」、「
そ
の
時
私
は
十
四
歳
で
、
人
様
よ
り
柄
も
大
き
い
方
で
す
か
ら
禿
に
は
無
論
不
向
き
で
す
が
、
そ
れ
も
足
の
無
い
田
之
太
夫
を
介
抱
し
な
が
ら
芝
居
を
さ
せ
る
必
要
か
ら
特
に
私
を
探
さ
せ
た
の
で
す
」、「
そ
れ
に
あ
の
濃
艶
な
目
付
、
凛
々
と
し
た
あ
の
調
子
に
、
見
物
は
全
く
恍
惚
と
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
ふ
の
で
す
。
傍
に
つ
い
て
居
る
私
達
で
さ
へ
、
時
と
し
て
は
其
の
動
作
に
魅
せ
ら
れ
、
我
を
忘
れ
る
事
が
往
々
あ
り
ま
し
た
」と
、
ま
た
、
浦
里
に
つ
い
て
、「
私
が
今
日
演
つ
て
居
る
の
は
、
す
べ
て
先
の
澤
村
田
之
助
さ
ん
に
教
は
つ
た
通
り
で
す
が
」
と
あ
る
。「
青
岳
夜
話
」
の
引
用
は
佐
藤
靄
子
『
澤
村
源
之
助
』（
光
風
社
書
店
、
一
九
七
四
・
四
・
三
〇
）
に
収
録
さ
れ
た
木
村
富
子
『
花
影
流
水
』
に
よ
る
。
?17
）
四
代
目
澤
村
源
之
助
の
芸
を
受
け
継
い
だ
三
代
目
尾
上
多
賀
之
丞
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
田
甫
さ
ん
が
た
い
へ
ん
に
崇
拝
し
て
い
た
ん
で
す
ね
、
田
之
助
を
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
が
田
甫
さ
ん
を
崇
拝
し
て
い
た
よ
う
に
、
な
ん
で
も
あ
れ
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
ふ
う
に
」
と
語
っ
て
い
る
。（「「
青
岳
夜
話
」
と
四
世
源
之
助
」?『
伝
統
と
現
代
』第
十
一
巻
、
伝
統
芸
術
の
会
、
学
芸
書
林
、
一
九
七
〇
・
一
・
二
五
?）
『
む
か
し
語
り
』
は
、
六
代
目
が
多
賀
之
丞
に
役
を
教
わ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
て
多
賀
之
丞
が
六
代
目
に
伝
え
た
こ
と
で
、
三
代
目
の
芸
は
田
之
助
の
名
の
元
に
帰
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
伝
承
に
四
代
目
の
関
与
は
な
い
。
?18
）
「
楽
屋
す
ゞ
め
」（「
朝
日
新
聞
」（
東
京
）、
朝
刊
第
四
面
、
一
九
〇
〇
・
一
・
三
〇
）
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